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研究成果の概要（和文）：本課題研究は，ブラインドサッカーおけるコーラーの言語教示およびシュートシーンの分析
を通して，ブラインドサッカーの強化，発展における基礎的資料を得ることを目的とした．
これまで得られなかったブラインドサッカー選手の個人およびチームにおける課題や周囲への要望，国内リーグにおけ
るコーラーの発言や国際大会におけるシュートシーンの実態について，様々な角度からブラインドサッカーの強化・発
展のための基礎的資料を得ることができた．今後の競技力向上および研究に可能性を示すものであると考えられる．

研究成果の概要（英文）：The present task study aimed to obtain basic data for reinforcing and developing b
lind soccer games by way of understanding the instruction of callers words and language and by making an a
nalysis of shooting scenes.
We were able to obtain the basic data from various angles on the challenges of individual players and the 
team of blind soccer games, the requests towards those around players, the actual situations of callers sp
oken words and speeches at the national league tournaments, and the shooting scenes at international compe
titions, which have been unavailable in the past and may conducive to improvement of competitive power and
 further studies for strengthening and developing the blind soccer games.
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１．研究開始当初の背景 
（1）北京 2008 パラリンピック競技大会
が開催され，障がいをもった多くのアス
リートが出場し，様々な競技で活躍した．
ブラインドサッカーは，北京大会には出
場できず，ロンドン 2012 パラリンピッ
ク競技大会の出場を目指していた（本課
題研究申請当時）． 
これはブラインドサッカーに限らず，
一部の競技を除いて他の障がい者スポ
ーツ競技団体でも考えられることであ
るが，これまで医療的及びサポーターの
方々の経験的なサポートは行われてい
るものの，競技力向上のための研究や医
科学的サポートについての報告は，まだ
少ないのが現状である． 
 
（2）視覚障がい者スポーツ競技の中で
唯一相手プレーヤーと接触があるブラ
インドサッカーは，指導者（監督・コー
チ）やゴールキーパー，コーラーからの
指示伝達がプレーヤーの判断を決定づ
けている．これまでのブラインドサッカ
ーに関する研究は，視覚障がい児のサッカ
ー導入に関する研究（河先，2010，2011）に
よる一連の研究で視覚に障がいのある児童
や生徒における運動・スポーツの教授方法に
関する研究がなされている． 
しかしながら，選手個人の心理特性や，
状況に応じたプレーと選手に対する指
示，指導方法，ゲームプランなどが確立
されておらず手探りの状態である．これ
らを明らかにしていくことは，選手の持
っている能力を最大限に引き出し，より
良いパフォーマンスを発揮するサポー
ト体制を確立していくことにつながる
と考えられる．そのためには，現状の把
握，選手の意識についての基礎調査，日
本を代表するチーム及び日本代表のゲ
ーム分析を行い，競技現場や選手に研究
成果の還元をしていく必要が大いに考
えられる． 

 
２．研究の目的 
（1）ブラインドサッカー選手における試合
のゲーム分析を様々な視点から行い，シュー
ト場面の分析，シュートに至る経緯等の量的
な分析，試合中の指示内容と言語指示，選手
間の発言やプレーの課題等について質的な
分析を行う．より良い視覚障がい者スポーツ
およびブラインドサッカーの強化，発展にお
ける基礎的資料を得ることを目的とする．今
後日本代表が強豪国の仲間入りするための
サポートシステム構築を目指す． 
 
（2）本研究は，障がい者スポーツの発展と
競技力向上プログラムの作成への期待があ
ると同時に，指導の原点である「伝える」と
いうコーチングスキルを明確にすることが
でき，言語コミュニケーションの獲得へのア

プローチを探る手がかりになるといえる．さ
らに，相互理解やイメージの共有など健常者
における指導においても有効な知見になる
といえる．このように障がい者スポーツの競
技力向上と指導者の持つべきスキルの獲得
に寄与する研究成果が期待できるといえる． 
 
３．研究の方法 
本研究では，初年度（平成 23 年度）にお
いて国内トップ選手である日本代表におけ
る心理的競技能力，心理的な問題の有無やプ
レーに対する課題について調査を実施した．
また国内リーグにおけるゲーム中の言語指
示内容の調査とフィードバックを行った．平
成 24 年度は，ロンドン 2012 パラリンピック
が行われる年であるが，残念ながらブライン
ドサッカー日本代表のパラリンピック出場
はかなわなかった．したがって，パラリンピ
ックにおける試合撮影を実施し，日本の現状
を把握した上での競技力向上へのサポート
を行った．平成 25 年度は，ロンドン 2012 パ
ラリンピックにおけるゲーム分析，日本ブラ
インドサッカー協会の協力のもと日本の好
敵手である「アジア圏諸国」を対象に分析を
行った．そして，研究成果の発表を行った． 
個人および日本代表チームにおける課題
と目標を達成するために周囲の人への要望，
については，記述内容および面接での内容を
テクストデータ化し，ウィリッグ（2003）が
示すグラウンデッド・セオリー・アプローチ
の手順に従って分析した．第 1段階のオープ
ンコーディングでは，テクストデータから個
人および日本代表チームにおける課題と，目
標を達成するために周囲の人への要望に関
する内容を意味単位として抽出し，各意味単
位にラベルを付けた．第 2段階のカテゴリー
化では，ラベルの類似性および差異性に着目
しながら，類似した内容ごとにカテゴリーに
分類した．なお，本研究では，カテゴリー化
をサブカテゴリーとカテゴリーの2階層に分
けて行った．ラベルを集めた最初の段階で形
成されたものをサブカテゴリー，そしてサブ
カテゴリーを集めて抽象度を高めた最上位
階層に位置づけられたものをカテゴリーと
した．各段階において，調査者間で議論を行
い，調査者間で解釈が一致するまで吟味・検
討した． 
試合時におけるコーラーの言語教示に関
する分析については，IC レコーダーで録音さ
れたデータを筆者によってテキスト化（ テ
ープ起こし） し，単語もしくは指示内容で
分類を行った．分類の際には，日本サッカー
協会 B 級コーチラインセンスおよび 47FA イ
ンストラクターとして指導経験がある筆者
と C級ライセンス保有者 1 名，視覚障がい者
スポーツに関わっている1 名の3名で行われ
た．福田ら（2008）が行ったデータ分析の段
階的手続きをもとに，次の手順で分析を行っ
た．①テキスト化したデータを繰り返し読み，
発話内容を一つひとつの言葉，文章ごとに発



話対象となるボール保持者およびボールを
保持していない選手，チームの複数選手の 3
項目にまとめた．②対象ごとに分類した発話
内容を，プレーを判断する基準となる 5 つの
「観る」要素（ゴール・ボール・味方選手・
相手選手・スペース）の観点から分類しカテ
ゴリー化する．またその際，当てはまらない
データについては内容に適したカテゴリー
を作成した．③カテゴリー化したデータを情
報や意味が類似している指示内容にまとめ
た．データ分析は，分析者全員で記述された
データと分類したカテゴリー，指示内容を繰
り返し確認し，3 名の合意が得られるまで検
討を行い，妥当性を高めた． 
ゲーム分析では，ゲーム分析ソフトである 
Sports Code (Sportstec 社)を用いた．
Sports Code は，ビデオカメラで撮影した映
像をパソコンに取り込み，ゲーム中に選手が
実施したプレーをパソコン上で入力し，様々
なプレーのダイジェスト映像を生成するこ
とができる．また今回は，ブラインドサッカ
ーのコートを 10 個のエリアに分類して，入
力をした（図 1）．現地にて収録した映像から，
本研究の分析で必要な項目について確認記
録した．なお，確認にあたっては，サッカー
競技経験者が 2回以上行い，限りなく誤りが
ないよう配慮した．分析項目については，各
国におけるシュートに至までのゴールスロ
ーの経緯，シュートエリアおよびシュート結
果であった．ペナルティキックについては，
本研究では分析の対象外とした． 

 
 
 
４．研究成果 
(1) 日本代表選手の心理的課題およびプレ
ーにおける課題について 
パラリンピック出場をかけたアジア最終
予選に臨むブラインドサッカー選手を対象
とした．基礎調査によって明らかにした選手
自身が感じている心理サポートのニーズと
心理的問題の有無，アジア最終予選に向けた
個人およびチームの課題をもとに，ブライン
ドサッカー選手のプレーに対する意識およ
び今後の心理サポート実施に向けた基礎的
資料を得ることを目的とした．調査から以下
の結果が得られた． 
1) 心理的競技能力（DIPCA.3）の下位尺度得

点および因子得点（ 5 段階判定） につい
て，フィールドプレーヤーとゴールキーパ
ー（晴眼者）のいずれも，競技意欲，協調
性，総合得点が，やや低く，他の因子はも
うすこしの判定であった．フィールドプレ
ーヤーのみ結果では，競技意欲，自信，協
調性，総合得点が，やや低く，他の因子は
もうすこしの判定であった． 
2) アジア大会に向けた選手個人における課
題（表 1）は，回答数が多い順に身体的要
素，心理的要素，技術的要素，競技環境の
カテゴリーに分類された．アジア大会に向
けた代表チームにおける課題（表 2）は，
回答数が多い順に心理的要素，技術的要素，
身体的要素，競技環境，育成のカテゴリー
に分類された．目標を達成するための周囲
への要望（表 3）は，回答数が多い順に練
習環境，共有，分析，応援に分類された． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 シュートエリアの分類 

カテゴリー サブカテゴリー
身体的要素（25） 筋力（8）

持久力（5）
スピード・敏捷性（4）
体力（3）
身体のケア（3）
食生活（2）

心理的要素（22） 意識・態度（11）
コミュニケーション（4）
気持ちの切り替え（2）
判断（2）
集中（1）
楽しむ（1）
抽象的な表現（1）

技術的要素（19） ドリブル（4）
シュート（4）
スキル・テクニック（3）
キーパー（3）
抽象的な表現（3）
指示（1）
戦略（1）

競技環境（4）
語学（1）
年齢（1）

※カッコ内は回答された数

表1  アジア大会に向けた個人における 
テーマ・課題について 

カテゴリー サブカテゴリー
心理的要素（38） 意識・態度（17）

意識の共有（12）
コミュニケーション（6）
集中（1）
楽しむ（1）
抽象的な表現（1）

技術的要素（17） シュート（9）
ドリブル（4）
戦術（2）
ディフェンス（2）

身体的要素（13） 持久力（4）
体力（3）
筋力（3）
食生活（2）
プログラム作成（1）

競技環境（3）
育成（2）

※カッコ内は回答された数

表 2  アジア大会に向けたチームにおける 
テーマ・課題について 



 
このような結果から，今後のブラインドサ
ッカー日本代表における心理サポートにお
いて，競技意欲，自信，協調性を高める必要
性がみられた． 
個人的な課題では，技術および心理的な課
題をあげる選手が多かったが，チームの課題
では，チームの課題では圧倒的に心理的要素
をあげる選手が多く，チームビルディングに
関するサポートの必要性がみられた．今後の
強化において，選手個人だけでなく，コーチ，
介助スタッフなども含めたチームビルディ
ングを中心にしたメンタルトレーニングへ
の理解および実施を目指すことが示唆され
た． 
 
(2) ブラインドサッカー試合時におけるコ
ーラーの発話について 
ブラインドサッカーにおけるコーラーの
選手に発する指示内容について，ブラインド
サッカー選手が観ている判断要素から明ら
かにし，コーラーからの指示によって選手が
状況に適したプレーを発揮するための基礎
的資料を得ることを目的とした． 
分析対象は，20XX 年日本ブラインドサッカ
ー選手権大会の決勝戦とした． 
コーラーの指示を分類した結果を表4に示
した．コーラーが試合中にボールを保持して
いる選手への発話から『ボール』『ゴール』『味
方選手』『プレー指示』『心理サポート』の 5
つのカテゴリーに分類された．また，ボール
を保持していない選手への発話からは，『味
方選手』『相手選手』『対象選手』『ゲーム状
況』の 4つのカテゴリーに分類された． 
サッカーにおける良い状況判断をするた
めに「観る（ボール・ゴール・味方選手・相
手選手・スペース）」という 5 つの情報の全
てがブラインドサッカーで重要ではなく，ボ
ールを保持したときに必要な判断要素やプ
レーを決定する要素，ボールを保持していな
い選手が次にプレーするための情報，把握し
ておくべき状況に関する要素があり，選手自
身が判断するために必要な発話と判断では
なく伝えプレーさせる発話がみられた． 
本研究は国内大会の決勝という最高レベ
ルの 2 チームにおけるコーラーを対象にし
たが，チームによってはチームの成熟度，選
手のボールスキルに善し悪しによっても発
話内容がチームでは異なると予想され，国内
外を含めたレベルでの把握がされていない
ことがあげられる．また，コーラーからの分

析であり，選手からの指示内容に対する報告
を含む分析までは行われていない．しかしブ
ラインドサッカーは選手が判断する情報が
サッカーの観点と異なっていることから，こ
れまで得られなかったブラインドサッカー
におけるコーラーの発言内容からプレーの
観点を提示することができたといえる．この
ことの意義は大きく，試合時におけるコーラ
ーの発言，指導現場やサポート現場で非常に
有効なツールになると思われ，本研究はブラ
インドサッカーにおける競技力向上に向け
た貴重なデータを提供していると考えられ
る． 

 
(3) シュートエリアおよびゴールスローか
らみた攻撃スタイルについて 
日本がロンドン 2012 パラリンピックの出
場を逃した第 4 回 IBSA ブラインドサッカー
アジア選手権大会に出場した4カ国における
シュートエリアに着目し，アジア各国の違い
を明らかにするとともに，今後のブラインド
サッカー日本代表の競技力向上ならびに普
及のための手がかりを見出すことを目的と
した． 
1) 各国のシュート総数からシュート数お
よび得点の割合では，4 ヵ国の平均は，
シュート総数で 39.5 本，シュート数で
22.7 本，得点で 2.0 点であった．優勝し
た中国は他の国に比べシュート数が多
く，得点も多かった．イランと日本は，
シュート数（枠内）および得点で，ペナ
ルティキックの2点を除くとほぼ同様な
数値であった．韓国は，シュート総数は
他国と比べ少ないものの，シュート数
（枠内）は他国と比べ多い結果であった． 

2) 6ｍ以内からのシュートが，中国は
32.3％（得点；2得点），イランは 30.4%
（得点；1得点），韓国は 33.3%（得点；

カテゴリー サブカテゴリー
練習環境（8） 練習サポート（4）

指示（2）
環境（2）

共有（3）
分析（2）
応援（1）

※カッコ内は回答された数

表 3  周囲へのサポートについて要望 

対象 カテゴリー 指示内容
発話
件数

ボール ボール（333） ボールの位置 255
保持者（925） ボールの動き 78

ゴール（305） 距離からの位置 140
方角からの位置 157
ゴールの位置 8

味方選手（27） サポートの状況 27
相手選手 0
スペース 0
プレー指示（216） 攻撃行動 216
心理的サポート（44） 援助・激励 44

ボール ボール 0
保持なし（1357） ゴール 0

味方選手（90） サポート・動きの状況 90
相手選手（246） 動きの状況 169

位置情報 77
スペース 0
指示対象者（718） 周辺状況 43

位置状況 106
プレー修正 14
ポジション修正 316
情報発信要求 94
呼びかけ 125
準備・不安軽減 20

ゲーム状況（303） 攻守の状況 303
チーム（95） リスタート（83） 83

心理的サポート（12） 集中・激励 12
2377

※（　　）内は報告された内容の数
計

表 4 コーラーの指示内容の分類 



1 得点）の割合でシュートしている．日
本はこのエリアから，他の国の 2倍以上
の 72.7%ものシュートをしているのにも
かかわらず，得点は正面からの 2点のみ
であった．上位国との得点力の違いが示
唆された． 

3) 世界ランキング上位国である優勝した
中国のゴールスロー成功率は他の国に
比べ低いものの，ゴールスローからシュ
ートまでの割合は 22.3％であり，他の国
に比べて高い確率でシュートまで至っ
ていた．基本的な攻撃のスタイルは，4
ヶ国ともドリブルからのシュートであ
るが，中国を除く他の 3ヶ国はランキン
グが下がるにつれて，パスの割合が多く
なっていることが示唆された． 
シュート数およびエリア，ゴールスローに
ついて分析を行ったところ，世界ランキング
上位国である中国と比べ，他の 3ヶ国で特徴
および違いがみられた．健常者のサッカーと
同様に，6m 以内および正面でのシュートの重
要性は認められ，ゴールスローから確実にシ
ュートすることができるドリブル力が重要
であることが示唆された． 
健常者のサッカー・フットサルと等しく考
えることは難しいが，ゴールキーパーについ
ての共通点は多いと感じられる．また正面か
らシュートをすることが有効であるのは共
通している．ブラインドサッカーでは，ゴー
ルスローからドリブルを経てシュートする
ことが上位国の試合から示唆されたことか
ら，フィールドプレーヤーのドリブルやボー
ルコントロール力について向上させること
は極めて重要であろう．またチームの精神的
な柱となり攻撃の基点となるゴールキーパ
ーとの連携，守備から攻撃への切り替えにつ
いても今後多くの検討が必要であることが
考えられる． 
それらを踏まえ，選手の競技力向上に関す
るサポートシステムの構築はもちろんのこ
と，得点力アップのためには，ブラインドサ
ッカーならではの，監督・コーラー・GK から
の言語指示等についても，他の強豪国との比
較を含めた検討をする必要があると考えら
れる． 
 
本課題研究では，サポートシステムの構築
までには至らず，選手の心理的コンディショ
ニングの把握や個人およびチームの課題に
ついて，またシュートに至る経緯やコーラー
の言語教示等の分析までとなってしまった．
しかしながら，これまで得られなかったブラ
インドサッカー選手の課題や国内リーグや
国際大会におけるシュートシーンの実態，コ
ーラーの発言について基礎的なデータを収
集することができた．このことの意義は大き
く，競技場面や指導現場，普及・育成場面に
おいて非常に有効な資料になると思われ，本
研究結果は貴重なデータになると考えられ
る．今後は本研究結果を基にして，国内外に

おけるコーラーの発言の分析，コーラーの発
言とゲーム状況に関わる要因分析等という
点も含めた詳細な調査および現状を把握し，
早急に継続検討する必要があろう．パラリン
ピックを始めとする世界大会における強豪
国の分析を含め，今後さらなる詳細な分析が
必要となろう． 
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